
このたびはマウントアダプターをお求めいただき、まことにありがとうございます。
本製品を安全にお取り扱い頂くため、ご使用前に取扱説明書をよくお読みにな
りご使用ください。また、この説明書はお読みになった後、いつでもご覧になれる
よう大切に保管して下さい。

本製品は、富士フイルムGマウントレンズを、ハッセルブラッドXマウントカメラ（X2D II、X2D、X1D II、X1D）で装着可能にする
電子マウントアダプターです。電子接点を搭載し、AF（オートフォーカス）やEXIF記録に対応。富士フイルムGマウントレンズの
中でも、超望遠レンズやティルト・シフトレンズをはじめとする幅広いレンズが使用可能となり、ハッセルブラッドXシステムにおける
レンズ選択の自由度を高めるとともに、撮影表現の可能性をさらに広げます。

［各部の名称］

↑最新の取扱説明書

GF-HX

■ 富士フイルムGマウントレンズをハッセルブラッドXマウントカメラに装着可能
■ AF/MF撮影に対応、顔検出機能に対応
■ レンズ内およびボディ内の手ブレ補正機構に対応
■ X2D II、X2D では位相差オートフォーカス対応
■ GFレンズ情報を自動認識し、EXIF情報へ記録可能
■  付属のマグネット式ケーブルでPCと接続し、ファームウェアアップデートが可能
■  カメラマウント部にゴムシーリング採用し、防塵防滴に配慮した設計

【特徴】

1. Gマウントレンズ取り付け指標

2. ハッセルXマウントカメラ取り付け指標

3. レンズ用電子接点

4. データ通信用マグネット式電子接点

5. カメラ用電子接点

6. レンズ取り外しレバー

【ご使用になる前に】

• 本アダプターは電子シャッターのみ対応します。使用前に電子シャッターをONにしてください。
• GFレンズからの絞り操作は非対応です。絞り値はカメラ本体から設定してください。
• 絞り操作をするときは、GFレンズの絞りリングを「A」もしくは「C」の位置に合わせてください。
• 本アダプターはHasselblad 907Xには対応しておりません。故障の原因となりますので、取り付けは行わないでください。
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ファームウェア Ver.203 ※（出荷時）
Hasselblad X2D シリーズ 対応
対応機種：X2D II 100C / X2D 100C 

ファームウェア Ver.103 ※
Hasselblad X1D シリーズ 対応
対応機種：X1D II 50C / X1D 50C ※ 2026/7/15 発売日時点

• 本製品には、X2D II / X2D 対応のファームウェア Ver.203※ があらかじめインストールされています。
X1D II / X1D でご使用の場合は、株式会社焦点工房のサポートページ (www.stkb.co.jp/support.html) より、ファームウェア 
Ver.103※ をダウンロードし、インストールしてからご使用ください。
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使用上のご注意
• 本製品は電子シャッターのみ対応します。
• レンズ内シャッターに対応していないため、フラッシュ同調撮影はできません。
• レンズの絞りリングはカメラ本体と連動しません。絞り値は、カメラ本体のコントロールダイヤルまたはメニュー画面から
設定してください。
• 本アダプターはHasselblad 907Xには対応しておりません。故障の原因となりますので、取り付けは行わないでください。
• 万が一使用中にフリーズしたときは、カメラの電源をOFFにして再度装着し直してください。
• 合焦速度やAF精度などは、カメラ・レンズとの相性に依存します。
• すべての撮影機能、およびすべての対応機材が使用できることを保証するものではございません。
• 装着する機材の個体差・経年変化・損傷による形状の変化等により、装着感（固い、緩い、若干のあそび等）が通常と異な
る場合や、装着できない場合があります。
• 電子接点は汚さないようご注意ください。目視できない僅かな汚れでも動作不良の原因となります。
• 高温になる場所に置かないでください。極端に温度が高い環境では、変形のおそれがあります。
• マウントアダプターを水にぬらすと、部品がサビつくなどして故障の原因になりますのでご注意ください。

操作性向上のため、ファームウェアは随時更新されます。
ファームウェアアップデートの方法および更新内容については、株式会社焦点工房のサポートページ
 (www.stkb.co.jp/support.html) でご確認ください。

データ通信用
マグネット式電子接点

マグネット式
USBケーブル

BORYOZA(G:)

1. 焦点工房サポートページから対応のファームウェアをダウンロードします。
2. マグネット式USBケーブルでマウントアダプターとPCを接続します。
3. PC上に「BORYOZA」フォルダが表示されます。
4. ダウンロードしたファームウェアファイル(binファイル)を BORYOZA フォルダ内
にコピー（コピー＆ドロップ）し、念の為15秒程待ちます。

5. パソコンの画面上でUSBの「取り出し」を行い、PCからUSBケーブルを外します。

【取り付け・取り外し】
レンズの取り付け・取り外しは、カメラ本体の電源を「OFF」にしてから行ってください。

〈取り付け方〉
レンズ側の取り付け指標とマウントアダプター側の指標を合わせてはめ込み、レンズを押さえながらカチッと音がするまで
回して取り付けます。レンズを装着しましたら、きちんとロックされているか必ずご確認ください。

〈取り外し方〉
マウントアダプターのレンズ取り外しレバーを押しながらレンズを回し、レンズを取り外します。

MFレンズ/電子接点のないレンズは、カメラのメニューからレンズの焦点距離を設定することで、カメラの手ブレ補正
機能を使用できます。

【ファームウェア更新方法】

※ファームウェアのバージョンは、BORYOZAフォルダ内の「README」から確認できます。
※Windows / Mac 対応。

レンズ内手ブレ補正を使用する場合（※）

ボディ内手ブレ補正を使用する場合

※すべてのレンズの手ブレ補正の動作を保証するものではありません。
※レンズとカメラ両方に手ブレ補正機能が搭載されている場合、レンズ側の手ブレ補正をONにしてのご使用がおすすめです。

〈MFレンズの場合〉

【手ブレ補正機能の設定】

レンズの手ブレ補正切り替えスイッチをONにし、ボディ内手ブレ補正はOFFに設定してください。

レンズの手ブレ補正切り替えスイッチをOFFにし、ボディ内手ブレ補正はONに設定してください。


